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写真・チラシ・パンフレット等をA4版１頁にまとめPDFもしくは、画像データでいただければ幸いです。

長い歴史があるマービーミュージカル（地域舞台芸術）を通して地域の活性化、子ど
も達への芸術体験を通して地域の魅力を再発見し地域内外に広く伝えることを目的
といています。

私達は2000 年より真備地区で市民参加の創作ミュージカルを定期的に上演し、地域内外に舞台芸術の素晴らし
さと真備地区の良さや郷土の歴史などを伝える事により、地域の活性化と文化振興を促進する活動を続けてき

た。このような地域に定着してきた舞台芸術・文化の力を活かして「復興」をテーマとした市民ミュージカルを、地域
の中で人と人のつながりを再生し、地域文化を集約した市民文化祭を復活させながら、みんなの力で創作してい
く。そして、平成30年7月豪雨で甚大な被害を受けた真備地区で、災害の体験を様々な方法で次の世代に伝えな

がら、心豊かに暮らせるより良い地域に復興していく活動の一翼を担う。

今回は助成を受けて、当初マービーミュージカルをメインとし2022年復活予定の真備市民文化祭とマー
ビーミュージカル公演への盛り上がりともなる文化祭「マービープレフェス　TSUDOU　～次へ行く為に私
達は忘れない～」の企画を進行していたが先の新型コロナウイルスの爆発的な蔓延、尚且つ感染予防
の観点からの施設使用制限、予防対策に伴い、私たちの予定していた一般参加公募者募集も延期とし、
全体的なスケジュールリングの見直しを余儀なくされました。その為、7月までは打ち合わせ、参加者の
ワークショップを開催していたが、新しい生活様式の中、コロナの予防を鑑み、開催形式、特にマービー
ミュージカル・プレ公演は発表の方法を再検討、同じく開催予定していた各文化団体とのマービーフェス
ティバルについては、舞台での観覧中心の企画ではなく、ユーチューブ等を利用したネットオンラインライ
ブ配信の手法へと変更し10数団体の参加の依頼を行い調整中であったところ年末の感染者再激増を受
けて、公民館での活動制限が再び強まり、再度参加団体の確認と再選定を実施。また今回からの新しい
企画である「災害を忘れない　語り部大会」も含めて、第3部構成と変更し、第1部文化団体の発表ライブ
配信、第2部は「マービーミュージカル20年の歩み」ZOOM配信、第3部は28日午前中に開催した「災害を
忘れない　語り部大会」のアーカイブ配信の3部構成とした。今回の助成は特にこの配信の告知や配信
の外注に活用し今回の開催となりました。

今回は新型コロナウイルスの為、企画の大きな変更を強いられている。その為今回の助成は、多くの真備地区
の方々に同じ空間にリアルに集っていただくための活用はなく、特に実施事業の発表方法を柔軟なものへ（配
信へ転換）の対応する活用ができ、地域文化芸術の発信の方法について、真備地区の心の復興に大きな成果
を生んだ開催となりました。

申請した時点の環境とあまりにも違いすぎるのが、Withコロナ時代の新しい環境の中での芸術発信、参加方法も
含め再構築する必要が感じられる。参加の方法も新しい様式を考える必要性を感じている。市民ミュージカルの過
去のコンテンツをクラウド化して広く共有できるようにするとともに、プレ文化祭の取組みから、オンライン配信の方
法について今以上にICTスキルを地域文化の発信にも活用できるような力をつけていきたい。そして地域で活動し
ている文化を創造発信をし続ける一つの媒体になる事が課題であると感じた。


